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第　 1　問

aを実数とする。xに関する方程式

x2 − 6x− x− 6 + x = a

の実数解の個数を求めよ。
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第　 2　問

下図のような 1 辺の長さが 4 の立方体 ABCD-EFGH がある。辺 AB 上に点 P を
BP = 3となるように取り，辺 BC上に点 Qを取る。また，Bから△PFQへ垂線 BKを
下ろす。
BQの長さを aとして，以下の問いに答えよ。

(1) aを用いて△PFQの面積を表せ。

(2) aを用いて BKの長さを表せ。

(3) BKの長さは
√
30a
5

以下であることを示せ。
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第　 3　問

1辺の長さ 1の正三角形 ABCにおいて，BCを 1 : 2に内分する点を D，CAを 1 : 2

に内分する点を E，AB を 1 : 2 に内分する点を F とし，さらに BE と CF の交点を P，
CFと ADの交点を Q，ADと BEの交点を Rとする。
このとき，△PQRの面積を求めよ。
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第　 4　問

さいころを 5回振るとき，初めの 4回においては 6の目が偶数回出て，しかも最後の 2

回においては 6の目がちょうど 1回出る確率を求めよ。
ただし，6の目が一度も出ない場合も 6の目が出る回数を偶数回とみなす。
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第　 5　問

mを実数とする。xに関する方程式

x3 − 3x− x−m = 0

の実数解の個数を求めよ。
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第　 6　問

k，m，nを自然数とする。以下の問いに答えよ。

(1) 2k を 7で割った余りが 4であるとする。このとき，k を 3で割った余りは 2であ
ることを示せ。

(2) 4m+ 5nが 3で割り切れるとする。このとき，2mn を 7で割った余りは 4ではな
いことを示せ。
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第　 7　問

bと cを b2 + 4c > 0を満たす実数として，xに関する 2次方程式 x2 − bx− c = 0の相
異なる解を α，β とする。数列 {an}を

an = αn−1 + βn−1 (n = 1, 2, 3, · · · )

により定める。このとき，つぎの問いに答えよ。

(1) 数列 {an}は漸化式

an+2 = ban+1 + can (n = 1, 2, 3, · · · )

を満たすことを示せ。

(2) 数列 {an}の項 an がすべて整数であるための必要十分条件は，b，cがともに整数
であることである。これを証明せよ。
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